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る（Jung, 1961/1963, pp.244, 251, 271–275）。また，学術文献をさっぱり読めなくなり，















H. F., 1970/1980, 下巻 , pp.305–306, p.558）。例えば，フロイトも，父の死後，心理的な
危機状態を体験している。彼は自分の夢を自己分析することによって，この危機を乗り切っ
た。この自己分析の一部は，『夢判断』（Freud, S., 1900/1968）の中で紹介されている。エ




































































と心理療法の体験との共通性を指摘している（Jung, C .G. ＆ Wilhelm, R., 1973/1980, 
p.90； Storr, A., 1973/2000, p.136 も参照）。ここで注意すべきことは，ユングが「宗教」
と言った場合，それはキリスト教や仏教などの特定の宗教的宗派の教義を信仰することでは
ない。それは，自分の中に住んでおり，自我を超えた何かへの依存を認めるということであ
る（Storr, A., 1973/2000, p.135）。宗教（religion）の語源のラテン語レリギオ（religio）は，










見えない別の中心に移動してしまったような感じ」であると述べている（Jung, C. G. ＆ 










りであると指摘している（Jung, C. G. ＆ Wilhelm, R., 1973/1980, p.96）。このような交
流のためには，自我と自己の間に生きた結びつきが必要である。この結びつきは自我 –自己
軸（ego−self axis）と呼ばれている。ユング派分析家エディンガ （ーEdinger, E., 1960）は，
自我 – 自己軸は，意識と無意識の「通路」として機能していると指摘している。そして，そ






























































































































































































ほど関心を払わなかった（Storr, A., 1973/2000, p.109）。彼は，子どもの精神病理を親の
精神病理との関連から理解しようとした。このような点は，次のエピソードによく表れてい
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Dream Analysis, Active Imagination, and
Sandplay Therapy:
Analytical Psychology in Practice
SHINOHARA Michio
Abstract
In this paper, I have examined three significant techniques of the Analytical 
Psychology, dream analysis, active imagination, and sandplay therapy. These tech-
niques were analyzed from the viewpoint of the concept of “Creative Illness” which C. 
G. Jung, suffered from. Using the concept “Ego-self Axis”, I have explained individu-
ation as a self-realization process. Furthermore, I have argued that how the Latin term 
religio can represent the nature of Jungʼs theory in practice.
